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勢
胴
”
嚇
相
封
原
理山

本
　
一
　
浩

二
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
出
現
（
三
者
）

　
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
は
、
右
に
述
べ
π
や
う
な
畢
問
上
の
難

題
を
解
く
た
め
に
、
蓮
動
學
や
電
氣
磁
三
門
の
理
論
を
研
究

し
、
遂
に
一
問
上
の
一
般
原
理
ε
し
て
左
の
二
箇
條
の
公
理

を
認
む
る
に
至
つ
π
。

　
第
一
公
理
。
物
理
學
の
諸
法
則
に
、
何
れ
の
座
標
軸
で
取
扱
っ
て
見
て
も
常

　
　
　
に
同
一
で
あ
る
。

　
第
二
公
理
。
光
の
当
外
は
7
足
不
憂
で
・
光
源
や
観
察
者
の
都
合
に
は
無
關

　
　
係
で
あ
ろ
。

そ
も
く
ガ
リ
レ
オ
や
ニ
ウ
ト
ソ
の
蓮
動
學
の
第
一
法
則
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ピ

　
『
総
て
の
物
誰
に
、
若
し
も
其
れ
に
外
か
ら
の
力
が
働
か
な
け
れ
ば
、
翻
止

　
し
て
み
ろ
物
ば
何
．
時
ま
で
も
其
の
ま
㌧
だ
し
「
蓮
動
し
て
み
る
も
の
は
何
時

　
ま
で
も
其
の
同
様
な
響
動
な
綾
け
て
｝
直
線
に
進
ん
で
行
く
』

ε
い
ふ
の
が
あ
っ
て
、
之
れ
が
物
禮
の
運
動
を
論
ず
る
場
合

の
根
本
原
則
に
な
っ
て
み
る
。
注
則
の
内
容
は
別
に
珍
し
が

る
程
の
も
の
で
は
無
い
が
、
一
つ
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
事

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
力
が
働
か
な
い
場
合
に
は
、
静
止
し
て

み
る
も
の
も
、
．
運
動
し
て
み
る
も
の
も
、
全
く
同
様
に
其
の

現
歌
を
維
．
持
し
て
行
く
ε
い
ふ
こ
ε
で
、
蓮
動
ご
灘
止
ε
の

問
に
何
の
匠
別
も
な
い
、
。
換
言
す
れ
ば
、
運
動
し
て
み
る
物

に
も
、
翻
止
し
て
み
る
も
の
に
も
、
全
く
同
様
に
、
力
ε
い

ふ
も
の
は
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
又
吉
ひ
か
へ
れ
ば
、
力
の

關
係
は
、
蓮
動
せ
る
座
標
軸
に
も
、
静
止
せ
る
座
標
軸
に
も

同
様
で
あ
る
。
i
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ン
は
、
此
の
考
へ
を
、

更
に
旧
く
一
般
の
物
理
法
則
に
慮
回
す
る
見
込
み
を
つ
け
た

の
で
あ
る
。

　
第
二
公
理
は
、
潜
る
考
へ
方
に
よ
っ
て
は
、
…
非
常
に
勝
手

な
言
ひ
方
の
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
る
け
れ
．
ε
、
そ
れ
は
多
く

光
を
物
質
的
な
エ
ー
ヲ
ル
波
で
あ
る
ご
い
ふ
在
來
の
観
念
に

囚
は
れ
て
る
る
か
ら
起
る
疑
ひ
な
の
で
、
後
に
漸
次
こ
の
事

情
は
0
か
っ
て
去
る
か
ら
、
今
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
で
、

此
の
公
理
を
、
實
験
的
に
は
少
く
ε
も
謹
明
さ
れ
だ
も
の

（
倒
へ
ば
ア
ラ
ゴ
や
實
験
や
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
・
モ
ー
レ
！
の
實

験
で
）
ε
し
て
認
め
て
置
か
う
。
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ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
の
二
つ
の
公
理
か
ら
、
．
ε
ん
な
結
果
が

出
で
來
る
か
ε
い
ふ
に
先
づ
第
六
圖
に
於
て
、
B
は
A
に
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
こ

し
て
、
矢
の
方
向
に
一
秒
’
v
尺
の
速
度
で
動
い
て
み
る
世
界

で
あ
る
蓬
す
る
。
（
蓮
動
は
相
郵
的
で
あ
る
か
ら
、
B
が
A
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
し
て
動
い
て
み
る
ε
考
へ
て

曜

　
　
　
　
“
「
、
・
、

　
　
、
㍉

　
爪
竃
1
－
i
i
、
一

　
　
ノ
タ
」

P
轟
＾

3一一u一．F－ax　一

　LRN　U
二六第

も
、
A
が
B
に
罰
し
て
逆
の
方

向
に
動
い
て
み
る
ε
考
へ
て
も

何
れ
で
も
好
い
の
で
あ
る
。
今

は
、
か
り
に
、
B
が
動
く
ε
し

て
お
く
。
）
さ
て
今
、
A
世
界
の

P
黙
か
ら
光
を
B
世
界
へ
直
角

に
三
つ
だ
ε
し
、
L
黙
に
鏡
が
あ
る
ε
す
れ
ば
、
光
は
反
射

し
て
再
び
P
に
蹄
っ
て
來
る
。
此
の
光
の
往
復
に
要
し
た
時

間
を
T
秒
ε
A
の
観
測
者
が
測
っ
た
ε
す
る
。
P
し
の
距
離

は
D
尺
ε
す
る
。
故
に
、
光
の
速
度
を
一
秒
。
尺
ざ
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
団
U
沖
H
o
×
同
尊

次
に
、
こ
ん
ご
は
B
か
ら
A
へ
光
を
迭
つ
た
場
合
に
は
、
し

か
ら
出
獲
し
て
A
に
直
角
に
當
つ
た
光
り
は
、
露
っ
て
來
た

時
に
、
L
は
最
早
元
の
し
に
居
な
い
で
、
N
黙
に
來
て
る

る
。
故
に
B
は
、
し
か
ら
M
へ
、
叉
M
か
ら
N
へ
蹄
っ
だ
光

を
受
け
る
こ
ご
N
な
る
惨
光
の
道
の
り
全
膿
に
要
し
π
時
間

を
T
こ
し
、
直
角
三
角
形
の
理
に
よ
り

ピ
と
三
鳥
×
ピ
冒
．
目
団
×
＼
寓
閃
．
＋
夷
、
島
畏
b
、
＋
（
く
×
轄
）
．

　
　
1
ー
ミ
（
。
×
申
）
．
＋
（
く
×
噸
）
．
u
＼
（
6
ご
、
＋
（
＜
ご
．

し
か
る
に

　
　
　
　
　
　
ビ
寓
聖
日
（
o
↓
、
）

故
に

卯
ち

％
目
、
・
。
n
o
M
島
国
十
㌔
目
δ

〔同

P
（
“
）
、
〕
q
、
日
目
．

　
璽
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≦
一
（
中
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

印
ち
B
で
測
っ
た
時
間
が
、
A
の
醤
の
～
ユ
牽
）
・

倍
ε
な
・
つ
て
來
る
が
、
事
實
は
如
何
か
ε
い
ふ
ε
、
T
も
T

も
、
そ
れ
み
＼
の
時
計
面
で
は
同
じ
聴
問
で
あ
る
、
何
故
か

ε
い
ふ
ε
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
B
が
動
く
ど
見
る
の
も
、

A
が
動
く
ご
見
る
の
も
要
す
る
相
劃
的
で
、
現
象
そ
の
も
の

は
同
じ
現
象
を
見
て
み
る
の
だ
か
ら
。
そ
れ
に
も
か
、
は
ら

す
、
計
算
上
で
T
が
T
よ
り
大
き
い
ε
出
て
來
る
の
は
、
聴

計
の
歩
み
に
原
因
が
あ
る
の
で
あ
る
。
盲
ひ
換
へ
れ
ば
、
静
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止
の
世
界
か
ら
見
れ
ば
、
蓮
動
し
て
み
る
世
界
の
時
計
は
一

　
　
　
　
　
同

秒
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秒
の
割
合
に
遅
れ
る
ε
見
え
る
の
で

　
　
　
ま
7
．
（
L
叩
）
，
。

あ
る
。

　
衣
に
叉
、
第
七
圖
に
於
い
て
、
C
な
る
世
界
が
静
止
し
ご

些　購　C故に二
倍
し
て

ま
こ
め
・
て

故
に

み
る
ご
せ
ば
、
M
か
ら
出
た
光
は
N
で
反
射
し

て
再
び
M
に
露
っ
て
干
る
筈
で
あ
る
場
合
に
、

若
し
此
の
C
世
界
が
一
秒
v
尺
づ
＼
で
矢
の
方

角
へ
動
い
て
み
る
ご
せ
ぱ
、
光
は
M
か
ら
N
ま

で
進
む
問
に
、
N
黙
は
M
に
進
み
、
光
が
N
か

ら
反
射
し
て
蹄
っ
て
來
る
途
中
で
、
既
に
元
の

M
は
M
ま
で
進
ん
で
來
て
る
る
か
ら

　
Z
Z
、
1
く

　
寓
2
、
　
o

　
Z
Z
、
u
冨
2
1
、
×
レ
P

ゆ
Z
Z
、
目
’
竃
Z
竃
＋
団
諸
匿
）
×
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩

曳
z
八
7
“
下
竃
z
寓
・
（
赤
）

　
　
　
　
　
　
　
ホ

b診

Q
Z
湘
員
竃
『
寓
×

　
　
　
　
　
　
　
丁
塗

宕
寓
、
　
n

］
≦
2
、
寓
、

r，〈

　
邸
ち
　
　
　
】
≦
言
「
目
言
Z
、
竃
x
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
冨
Z
、
］
≦
、
　
　
7
一
Z
一
≦
一
晶
≦
回
≦
、
十
b
つ
］
Z
Z
、

　
故
に

　
　
　
　
　
7
囲
Z
セ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
寓
2
7
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
目
H
l
津
z
、
冨
、
×
ド
＋
・
，
z
z
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
臼
2
罎
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
≦
2
竃

き
め
て
雅
量
、
（
二
六
）
匹
・
酬
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
i
o
　
　
ト
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
を
　
ズ
へ
ぞ
ビ
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故
に
驚
，
2
、
」
人
庭
、
”
拳
（
喋
×
｝
（
要

こ
れ
で
見
る
ご
、
同
じ
現
象
を
、
動
い
て
み
る
世
界
で
測
つ

π
遁
の
り
は
M
N
M
で
あ
り
、
静
止
し
て
み
る
世
界
で
測
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

た
道
の
り
は
M
N
M
で
あ
り
、
前
者
が
後
者
㊧
・
艮
中
）
・

倍
に
な
っ
て
み
る
。
此
の
比
の
一
郭
は
前
頁
で
述
べ
た
蓮
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

時
計
の
歩
み
が
、
蓮
動
世
界
に
於
い
て
は
～
ユ
喋
倍
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

け
逞
く
な
っ
て
ゐ
、
の
に
よ
る
の
で
あ
、
が
、
他
の
条
（
咽

は
、
運
動
し
て
み
る
世
界
に
於
い
て
、
距
離
の
輩
・
位
．
が
此
の

割
合
だ
け
延
び
た
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
、
世
界
（
郎
ち
座
標
軸
）
が
蓬
動
し
て
み
る
ε
考
へ
る
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ロ

馨
に
は
、
時
間
の
輩
位
も
、
南
無
、
同
じ
く
｝
（
喋

だ
け
大
き
く
な
り
、
從
っ
て
、
か
や
う
な
輩
位
で
測
っ
た
時

問
ε
距
離
己
の
大
き
さ
は
短
縮
す
る
こ
ε
に
な
る
。

　
さ
て
、
第
五
圖
に
立
ち
露
っ
て
、
α
又
Y
Z
軸
ε
O
X
Y

Z
軸
に
淫
し
て
蓮
動
を
始
め
る
瞬
間
に
共
通
の
原
黙
か
ら
光

を
四
方
に
憎
し
た
ξ
す
れ
ば
、
t
及
で
秒
後
に
は
、
光
波
は

P
黙
に
達
し
た
蓬
し
て
、
第
二
公
理
に
よ
り
光
の
速
度
は
一

定
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
㌔
＋
凝
口
＋
臨
1
1
0
謂
，
。

　
　
　
　
　
　
㌔
＋
園
鵠
＋
叫
悼
臼
。
、
週
悼

此
の
二
つ
の
式
が
同
時
に
成
立
す
る
が
た
め
に
は
、
ロ
レ
ソ

ツ
は
次
の
條
件
を
得
π
。

蒋
　
一
÷

　
卸
ち
静
止
世
界
で
は
オ
ア
．
・
1
ε
い
ふ
座
標
系
を
用
ひ
、

章
動
世
界
で
は
ノ
ノ
〆
担
ぎ
い
ふ
座
標
を
用
ひ
れ
ば
、
一
般

の
物
理
現
象
は
、
そ
れ
み
＼
の
世
界
で
全
く
同
一
の
注
則
の

下
に
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
二
組
の
座
標
系
の
問
に

　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

は
三
の
關
係
が
あ
る
の
で
あ
る
。
此
の
三
を
ロ
シ
ヅ
ッ
」
ア

　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
の
座
標
關
係
式
ε
い
ふ
。
此
の
式
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜
1
1
。
　
ε
お
く
聴
は
三
が
二
ご
同
じ
も
の
に
な
っ
て
了
ふ
b

　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
く

故
に
ガ
リ
レ
オ
・
ニ
ウ
ト
ソ
の
閥
係
式
は
ロ
レ
ン
ツ
・
ア
イ

ソ
シ
タ
イ
ン
の
式
の
特
別
に
簡
輩
な
場
合
で
、
座
標
系
の
相

互
の
蓮
動
蓮
度
が
殆
ん
ど
零
に
近
い
場
合
の
下
意
で
あ
る
こ

ご
が
知
れ
る
。

　
　
　
　

　
叉
、
三
の
，
茅
で
〆
を
除
し
て
見
る
ε
。

　
　
　
（

　
　
　
　
嵐
　
　
疑
－
託
　
　
歩
一
＜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
メ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
，
、
一
㍗
訓
「
　
i
7
幽
×
・
叶

　
こ
、
で
ノ
7
や
三
’
は
物
の
速
蔑
を
表
は
す
量
で
あ
る

が
、
此
の
場
合
に
　
飛
目
。
　
ぜ
置
く
、
即
ち
静
止
系
の
光

の
蓮
度
ε
す
れ
ば
、
此
の
光
の
速
度
は
伴
性
世
界
で
は
如
何

か
ご
い
ふ
ご
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
。
、
『
μ
－
卜
⊥
。
！
、
）
∴
（
？
＜
T
。

　
　
　
　
　
　
　
O

但
し
ザ
以
下
は
非
常
に
小
さ
い
か
ら
略
し
だ
の
で
あ
る
が
、

懸
れ
で
見
る
蓬
、
光
の
蓮
度
は
蓮
動
系
か
ら
見
て
も
や
は
り

一
定
の
。
で
あ
る
。
故
に
、
光
の
蓮
度
に
罰
し
て
は
、
他
の

如
何
な
る
速
度
を
加
へ
て
も
、
や
は
り
加
へ
だ
…
結
果
は
光
の
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を
四
次
の
座
標
即
ち
∬
ク
・
7
で
表
は
す
べ
き
も
の
で
あ
る

ε
言
ひ
出
し
π
。
此
の
場
合
ル
タ
β
ε
1
ざ
は
根
本
的
に
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
た
性
質
の
座
標
で
な
く
、
三
の
關
係
式
に
も
明
か
な
る
如

く
蓮
動
し
て
み
る
座
標
軸
の
速
度
ワ
の
如
何
に
よ
っ
て
ノ
の

蓮
度
で
あ
る
ε
い
ふ
事
に
な
る
。

　
前
頁
下
段
第
九
行
の
式
に

　
　
　
　
　
　
傘
H
＜
　
、
牽
阿
・
、

ε
し
、
v
の
代
り
刃
を
置
く
ご
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
、
十
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
f
‡
督
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

ε
な
る
9
之
れ
は
加
法
定
理
の
公
式
ε
訂
し
て
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
例
へ
ば
、
前
述
第
二
五
・
ベ
ー
ジ
の
フ
ィ
ゾ
ー
の
實

験
の
場
合
に
は
、
水
中
で
の
光
の
速
度
は
三
n
で
あ
る
・
し
、

水
は
叉
v
な
る
蓮
度
で
流
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
水
の

艸
に
居
る
観
測
者
に
ε
つ
て
は
水
中
の
光
の
蓮
度
は
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一
平
‡
（
丁
副
）

ε
な
っ
て
、
フ
レ
ネ
ル
の
引
す
り
係
敷
に
相
當
す
る
項
が
右

邊
に
附
加
さ
れ
て
亘
る
。
其
の
他
、
ア
ラ
ゴ
や
マ
イ
ケ
ル
ソ

ン
・
モ
ー
レ
i
等
の
實
駿
の
結
果
は
、
ア
電
ソ
シ
タ
イ
ソ
の

二
つ
の
公
理
か
ら
明
瞭
に
説
明
が
出
滞
る
し
、
叉
、
エ
ア
リ

ー
の
水
里
遠
鏡
の
結
果
は
、
フ
イ
ゾ
ー
の
實
験
の
場
合
ε
同

じ
ゃ
う
に
、
加
法
定
理
か
ら
説
明
出
罵
る
。

　
十
九
世
紀
の
末
頃
か
ら
、
物
質
の
根
本
要
素
た
る
電
子
の

實
験
的
性
質
が
漸
次
明
白
に
な
り
、
殊
に
、
電
子
の
中
に
非

常
な
大
遽
力
で
飛
ぶ
も
の
も
存
在
す
る
こ
ε
が
知
れ
て
來
π

の
で
あ
る
が
、
か
や
う
な
大
蓮
力
の
電
子
の
質
量
は
、
速
度

の
大
き
な
も
の
程
、
大
ε
な
る
ら
し
い
現
象
が
一
八
八
一
年

頃
既
に
、
英
國
あ
エ
タ
ム
ソ
ソ
等
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
だ
。

ロ
レ
ソ
ツ
や
ア
ブ
ラ
ハ
ム
等
は
、
此
の
理
論
を
研
究
し
、
種

々
の
假
定
の
下
に
、
電
子
の
構
逡
説
を
唱
へ
た
。
ア
イ
ソ
シ

タ
イ
ソ
は
亦
、
相
勤
原
理
に
よ
り
て
、
灘
止
し
た
世
界
か
ら

見
て
m
な
る
質
量
の
も
の
は
、
運
動
ぜ
る
世
界
か
ら
見
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

　
　
運
動
の
方
向
に
縦
質
量
〔
γ
（
曜
）
悼
〕
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
昌

　
　
そ
れ
ざ
直
角
の
方
向
に
　
　
横
質
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
－
（
〈
O
）
．

だ
け
の
質
量
に
見
え
る
も
の
で
，
あ
る
己
い
ふ
結
論
に
達
し

π
。
更
に
叉
、
・
ソ
・
フ
ス
キ
人
賦
罫
・
轟
一
一
杁
。
九
縫
）
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は
一
九
〇
八
年
八
月
、
濁
逸
ケ
ル
ン
市
で
開
か
れ
だ
科
學
會

席
上
の
「
室
問
ε
時
間
」
ε
い
ふ
題
の
講
演
に
於
い
て
時
間
ご

室
問
ε
に
は
非
常
に
密
接
な
叉
交
換
的
な
關
係
の
あ
る
こ
蓬

を
指
摘
し
、
今
後
、
室
問
を
三
次
の
座
標
で
表
す
代
り
に
、

「
冊
、
界
」
を
四
時
の
座
標
即
ち
躍
ノ
β
」
で
表
は
す
べ
き
も
の

で
あ
る
ε
畜
ひ
出
し
た
。
此
の
場
合
∬
ノ
β
ε
1
ε
は
根
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
に
異
っ
た
性
質
の
座
標
で
な
く
、
三
の
關
係
式
に
も
明
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

な
る
如
く
運
動
し
て
み
る
座
標
軸
の
蓮
度
7
の
如
何
に
よ
っ

て
ノ
の
中
に
は
」
の
分
量
が
多
く
入
り
、
叉
、
〆
の
中
に
は

ル
の
分
量
が
含
ま
れ
も
の
で
あ
る
。
駆
虫
す
れ
ば
謬
夕
β
」

系
ε
ノ
ノ
，
．
々
〆
系
こ
の
關
係
は
、
四
次
室
問
に
於
い
て
、
躍

1
雫
面
内
に
逼
る
一
定
量
の
座
標
軸
廻
轄
を
行
っ
た
、
關
係
ε

な
る
の
で
あ
・
、
る
。

　
か
や
う
に
し
て
．
時
間
ご
室
間
ε
の
尺
度
は
吾
人
が
蓮
動

世
界
に
住
む
か
静
止
世
界
に
住
む
か
の
見
地
の
違
ひ
に
よ
っ

て
定
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
叉
、
時
間
ε
室
間
ε
の
相

互
の
三
三
さ
へ
も
、
根
本
的
に
は
認
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
ε

い
ふ
見
解
が
明
か
に
な
っ
て
來
た
。

　
因
に
吉
ふ
。
ガ
リ
レ
オ
・
ニ
ウ
ト
ソ
の
室
間
や
時
間
が
、

ロ
レ
ソ
ツ
・
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
の
室
間
や
前
転
ε
、
其
の
性

質
に
於
い
て
大
な
る
違
ひ
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
ミ
ソ

コ
フ
ス
キ
の
鮮
衣
世
界
が
珍
ら
し
い
観
念
で
あ
る
に
は
違
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

な
い
が
、
例
へ
ば
三
の
關
係
式
で
計
算
し
た
場
合
に
、
一
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

三
十
萬
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度
で
蓮
毒
し
て
み
る
我
が
地
球

を
、
太
陽
か
ら
見
て
、
如
何
程
の
牧
縮
が
現
は
れ
る
か
ε
吉

へ
ば
、
山
僅
か
に
地
球
は
砂
留
が
山
野
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
だ
け
前
収

縮
す
る
こ
蓬
に
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
（
つ
ゴ
く
）

　
　
　
　
　
東
京
通
信

　
　
十
二
月
五
日
曉
の
小
獅
子
座
新
流
星
雨

　
去
る
十
二
月
五
日
曉
四
時
頃
卒
常
よ
り
流
星
の
数
多
善
な
知
り
午
前
四
時
十

五
分
よ
り
五
時
十
分
迄
東
京
小
石
川
の
自
宅
に
重
て
観
測
の
結
果
五
六
十
個
条

流
星
な
目
撃
し
四
＋
六
個
の
経
路
な
記
鋒
ぜ
り
・
其
申
四
＋
四
個
は
小
獅
干
座

β
星
の
附
近
な
輻
射
黙
ご
す
ろ
流
星
群
な
る
な
知
れ
り
、
當
時
天
空
上
の
一
部

分
に
ば
暫
時
舘
あ
り
し
た
め
其
實
数
は
之
よ
り
ば
遙
か
に
多
か
ろ
べ
し
・
光
度

は
二
等
乃
至
四
等
牛
な
り
、
璽
六
日
嶢
に
は
十
五
分
間
注
意
ぜ
し
も
同
流
星
群

為
認
め
す
。
（
井
上
）

消
　
山
回
　
　
東
京
帝
國
大
回
教
授
理
學
博
士
軍
山
回
、
同
亭
山
清
次
（
三
三
｝
及

び
同
助
教
授
理
學
士
早
乙
女
満
房
氏
（
一
員
）
ば
今
回
、
東
京
天
丈
豪
技
師
為
兼

任
し
た
。
叉
、
先
頃
蹄
朝
し
た
橋
元
昌
奥
氏
（
理
學
士
、
元
緯
度
陛
下
所
技
師
）

ば
東
京
天
受
払
技
師
（
専
任
V
ざ
な
っ
た
。


